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第第９９章章  アアププレレッットト  

【学習内容とねらい】 

本章では、Java 言語で作ったプログラムを Web ブラウザ上で動作させる方法を学習しま

す。Java 言語には、これまで作成してきた Windows アプリケーションの他に、Web ブラ

ウザ上で動作させる事のできるアプレットという形態があります。このアプレットを利用す

れば、Web 上で Java プログラムを公開することもできます。 

アプレットは Java 言語の普及当初は（Java 言語の機能の中で）最も注目された機能で、

当時は「アプレットによって Web ページは変わる！」と大いにもてはやされたものです。

現在では、その”熱狂”は醒めたものの、今でも Java アプレットが幅広く用いられている

ことに変わりはありません。特に、Web 上の学習教材の開発などには、今でも Java アプレ

ットが多く活用されています。 

さて、Web ブラウザ上で動作させるプログラムと言うと難しく聞こえるかも知れません

が、特殊な用途を除いては、これまでのアプリケーションの作成とほとんど変わることは

ありません。端的に言えば、これまでのフレームがアプレットに変わっただけです。です

から、本章を学習すれば、”簡単にアプレットを作成することができる”ということを体験

できるはずです。上に述べたとおり、自作のアプレットを自分のホームページで公開する、

と言うことも可能になります。興味のある人はチャレンジしてみて下さい。 

 

＜第９章の構成＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9-1 アプレットの作成の仕方 

9-2 Web ブラウザ上でのアプレットの実行の仕方 

9-3 アプレット作成の練習 
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9-1 アプレットの作成・実行 

【練習課題】 

Eclipse を用いてアプレットを作成する場合、その工程はこれまで学習した通常のアプリ

ケーションの作成とほとんど変わりません。まず、簡単なサンプル（アプレット）を作っ

てみましょう。 

いつも通り、Java プロジェクトを作成します。ここでは、プロジェクト名を

「AppletSample」としました。そして、同プロジェクト内にアプレットを新規作成するた

めに、[新規]→［その他］を選択し、下の様にテンプレート（ひな形）として「JApplet」

を選択します。 

 

 

［次へ］ボタンをクリックして現れる次の画面でパッケージ名を指定します。ここでは、

これまで通り次の様にプロジェクト名を小文字で表し「appletsample」としました（Java

プログラムでは、パッケージ名を小文字にするのが慣例です）。 
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パッケージ名指定後、［完了］ボタンをクリックすると設定が完了します。これで、アプレ

ットのひな形（具体的には、NewJApplet.java というプログラム）が作成されました。 

 

ここで「NewJApplet.java」のソースを見ると、次のようになっているはずです。 

package appletsample; 

 

import java.awt.Dimension; 

 

import javax.swing.JApplet;  ① 

import javax.swing.JComponent; 

import javax.swing.JFrame; 

import javax.swing.SwingUtilities; 

 

public class NewJApplet extends javax.swing.JApplet { 

 /** 

 * Auto-generated main method to display this  

 * JApplet inside a new JFrame. 

 */ 

 public static void main(String[] args) { 

  ・・・ 

 } 

・・・ 

 

② 
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＜解説＞ 

① 今の場合、アプレットの作成なので、（アプレット作成に必要なクラスが用意されてい

る）javax.swing.JAppletパッケージをインポートしています。 

② JFrame の代わりに「JApplet」が入っています。これは、アプレット作成の場合は、

JFrame クラスではなく、JApplet クラス（のオブジェクト）の上に色々なコンポーネ

ントを貼り付けてプログラムを作成する事を意味しています。逆に言えば、これまで

学習したプログラムとアプレットプログラムの違いは、フレームがアプレットに変わ

っただけ、という事になります。 

 

それでは、ボタンをクリックするとメッセージが表示される、という簡単なアプレット

を作ってみましょう。アプレットへのコンポーネントの配置の仕方は、フレームの場合と

全く同様です。次の様に［ボタン］コンポーネントとテキストフィールドコンポーネント

を配置して下さい。 

 

  

さらに、［ボタン］をクリックしたときに、テキストフィールドに「成功！」と表示され

るようにしましょう。そこで、［ボタン］クリック時のイベントハンドラを次の様に記述し

ます。 

 private void jButton1ActionPerformed(ActionEvent evt) { 

  jTextField1.setText("成功！"); 

 } 

 

 作成したら、アプリケーションの場合と同じように実行してみましょう。実行すると、

次のような画面が現れるはずです。 
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ここで、「Java アプレット」を選択し、［OK］ボタンをクリックすると、下の様なアプレ

ットビューアが起動し、実行結果を確認できます。 

 

       

 

 

 以上は、作成したプログラムの動作確認なのですが、これでは（通常の）アプリケーシ

ョンの場合と変わらず、まだ Web ブラウザ上で動作させてはいません。そこで、次節でア

プレットを Web ブラウザから呼び出す方法を確認しておきましょう。 

 

ボタンをクリック 
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9-2 Webブラウザ上でのアプレットの実行の仕方 

アプレットは Web ブラウザ上で動作させる事ができます。というよりも、それが本来の

用い方です。そのためには、アプレットを呼び出す HTML ファイルを作成する必要があり

ます。次の要領で作成して下さい。 

 

① パッケージエクスプローラから、作成したプロジェクト「AppletSample」を選択し右

ボタンクリックします。そして、「新規」→「その他」と選択します。 

 

 

② そして「Web」→「HTML ファイル」と選択し［次へ］ボタンをクリックします。 
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③ 次に、親フォルダ（ファイルを新

規作成する場所）として、プロジェ

クト内の「bin」フォルダを選択し、

続いて（作成する HTML）ファイル

名を指定します。ここでは、プロジ

ェクトと同名としました。 

 

入力後［次へ］ボタンをクリック

して次に進みます。その次の画面で

は、特に変更する必要はないので、

［完了］ボタンをクリックします。

これで作成準備完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

④ すると、次の HTML 文のひな形が現れます。ここでは、タイトルを変更して、アプレ

ット呼び出しの HTML 文を記入します。 

 

 

 

 

⑤ ここでは、次ページのようにタイトルを「アプレットサンプル」とし、アプレット呼

び出しタグを点線枠内のように記述します。 

 

タイトルを書き換える 

アプレットを呼び出す文をここに記述する。 

１．ここを選択して･･･ 

２．ファイル名を記述する 
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<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.01 Transitional//EN" 

"http://www.w3.org/TR/html4/loose.dtd"> 

<html> 

<head> 

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; 

charset=windows-31j"> 

<title>  アプレットサンプル  </title> 

</head> 

<body> 

<applet  

   codebase="." 

   code="appletsample.NewJApplet.class" 

   width="400" 

   height="250" 

> 

</applet> 

</body> 

</html> 

 

なお、記入を始めると次のような確認画面が現れますが、ここでは、「今後は、派生ファイ

ルを編集するか警告しない」欄にチェックを入れ、［はい］を選んで下さい。 

 

 

⑥ 記述が完了したら、作成した html ファイル「AppletSample.html」を保管します。 

その後、ワークスペース内の「AppletSample」→「 bin」フォルダ内にある

「AppletSample.html」をダブルクリックすると、ブラウザが起動し、次ページのように

アプレットが Web ブラウザに表示されます。 

 

            

 

アプレット呼び出しタグ 

Web ページのタイトル 

＜AppletSample フォルダ＞ 

＜bin フォルダ＞ 

注）「bin」フォルダは、パッケージエクスプロー

ラからは見えません。ワークスペース（通常

は「C:¥ProgJava」）内の「AppletSample」

フォルダを直接開いてください。 
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もし、上のようにボタンやテキストフィールドが表示されない場合は、オラクル社が用意

している Javaプラグインをインストールする必要があります。これは、JRE（Java Runtime 

Environment）に付属しているもので、この JRE をインストールすると、Web ブラウザ上

で問題なく Java アプレットを動作させることができます。JRE のインストールについては

以下を参照して下さい。 

JREのインストール 

オラクル社は、次のページで、Java プラグインが付属している JRE を提供しています。 

http://www.oracle.com/technetwork/jp/java/javase/downloads/ 

このページから、JRE の最新バージョンをダウンロードできます。以下に要領を示してお

きます。 

 上のアドレスに接続すると次のようなページが現れます（2012 年 9 月 10 日現在）。 
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ここで、「こちら（US サイト）」をクリックし、現れたページの下方にスクロールすると、

以下のように Java SE 6 に対するダウンロードボタンがあるので、ここで、JRE の

［Download］ボタンをクリックしてください。 

続いて現れるページで、ライセンス契約の同意を求められます。ここで、「Accept License 

Agreement」欄にチェックをつけます。 

 

その後、「Windows x86 Offline」欄の「jre-6u35-windows-i586.exe」を選択します。 
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これにより、ファイルのダウンロードを確認するポップアップ画面が現れるので［保存］

ボタンをクリックしてダウンロードを開始して下さい。ファイルはデス

クトップ上にダウンロードすると良いでしょう。 

ダウンロードが終了したら、当該実行ファイルをダブルクリックする

とインストールが開始されます。 

  

最初に実行を確認するポップアップ画面が現れるので［実行］を選択し、その後現れるイ

ンストール開始画面で［インストール］ボタンをクリックして下さい。 

 

次の画面が現れたらインストール完了です。［閉じる］ボタンをクリックして作業を終了し

て下さい。そして、ブラウザ上でアプレットが動作する事を確認して下さい。 
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9-3 アプレット作成の練習 

 前節までに学習した通り、アプレットを利用したプログラムは、フレームがアプレット

に変わった事をのぞけば、その作成方法はこれまでのアプリケーションとほとんど同じで

す。ですから、これまで作ったプログラムをアプレットに変更することは難なくできるは

ずです。実際に、２題ほど課題プログラムでアプレットを作ってみましょう。 

【応用課題 9-3-A】 

 【基礎課題 3-3-3】で作った、「ボタンをクリックすればフレームの色が変わる」プログ

ラムをアプレットとして作り、下のようにブラウザ上で動作させて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［青］ボタンをクリックしたところ 
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ヒント 

 フレームの色を指定する場合には、次のように contentPane コンポーネントの

background プロパティを変えました（下は赤色に指定した場合）。→ p.62 参照 

 

getContentPane().setBackground(Color.red); 

 

 一方、アプレットの場合はアプレットの background プロパティを直接指定できます。と

ころが、よく考えてみると（今記述しようとしている）ボタンクリックのイベントハンド

ラは、アプレットクラス NewJApplet の中のメソッドです。ですから、そのクラスに属す

るメソッドの中から、 

 

（NewJAppletクラスのオブジェクト）.setBackground(Color.red); 

 

と NewJAppletクラスから生成されたオブジェクト名を指定することはできません。なぜ

なら、クラス定義時点ではオブジェクト名は未定だからです。では、どうすればよいので

しょうか？ 

ここで、エディタ画面を GUI Editor 画面に切り替え、アプレット自身が選択された状態

にしてみて下さい。そして画面下方の「GUI Properties」欄を見ると、下のようにその名

前（name）は this となっていることが分かるでしょう。 

 

このように this 変数は、今定義しているクラス内で自分自身を指す場合に用いられます。

（より正確に言うと当該クラスのオブジェクトを指します）。ですから、例えば［赤］ボタ

ンのイベントハンドラは 

 

void jButtonRedActionPerformed(ActionEvent evt) { 

        this.setBackground(Color.red); 

    } 

 

と記述すれば良いのです。その他のボタンのイベントハンドラについても同様です。なお、

この this に対して、継承元のクラス（つまりスーパークラス）を指す変数が 7-4 節（p.192
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～193）で学習した super です。対にして覚えておくと良いでしょう。 

【応用課題 9-3-B】 

 今度は、8-3 節の【練習課題】で作成したプログラムを、下のようにアプレットとして作

成して下さい。 

 

アプレットをブラウザで

開いたところ 

［楕円描画］ボタンをクリック

したところ 


